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区議会だよりの １面写真・イラストを募集しています。右の二次元コードから応募用フォームに
アクセスいただくと、簡単に応募ができます（区議会ポスター用の作品もこちらで募集しています）。

５月２２日～
� ６月１２日

第２回定例会第２回定例会
令和8年

今号の主な掲載内容

○�新しい委員会構成、�
区議会の役割　など� ２・３

○区政を問う　一般質問� ４～７

○議案等の概要と審議結果� ８

新たに副議長・委員会委員を決定！新たに副議長・委員会委員を決定！
委員会の録画配信がスタートしました！委員会の録画配信がスタートしました！

本
紙
を
録
音
し
た
「
声
の
区
議
会
だ
よ
り
」
や
「
点
字
版
区

議
会
だ
よ
り
」
を
ご
希
望
の
方
に
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
お
申

し
込
み
は
区
議
会
事
務
局
へ
）。

《
声
・
点
字
の
区
議
会
だ
よ
り
》

《
声
・
点
字
の
区
議
会
だ
よ
り
》

こ
の
度
、
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
第
８６
代

副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
を
深
く
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
議
長
を
補
佐
し
、
公
平
・
公

正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ま
社
会
は
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、
激げ

き

甚じ
ん

化か

す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
急
速
に
進
む
デ

ジ
タ
ル
技
術
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
等
、
大
き
な
変
化

の
た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
目
の
前
の
課
題
に
真し

ん

摯し

に
向
き
合
う
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
立
案
と
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
効
率
的
・

効
果
的
な
実
行
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
も

ま
た
進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
も
そ
の
認
識
の
も
と
、
冷
静
で
建
設
的
な

議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
意
思
決
定
を
実
現
す

る
た
め
の
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
多
様
な
民
意
を
踏
ま
え
た
審
議
を
通
じ
て
、

区
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
そ
の
職
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副議長
中村　康弘
〈第８６代〉

就任にあたって
杉並区立郷土博物館の年中行事「七夕」杉並区立郷土博物館の年中行事「七夕」

本紙には随所に二次元
コードがあります。これ
をスマートフォン等で読
み込むと、該当の情報に
素早く簡単にアクセスできます。
本会議、常任委員会および特別委員会
の録画映像を杉並区議会ホームページ
からご覧になれます（本会議はライブ
配信もしています）。
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５月２２日の本会議で、議長が常任・議会運営・特別委員会の委員を指名しました。６月２８日の区議会議員補欠選挙で当選した議員（７面参照）
も含めた、現在の新しい委員会構成をお知らせします。

新しい委員会構成新しい委員会構成 ◎：委員長　○：副委員長　※［　　］内は定数◎：委員長　○：副委員長　※［　　］内は定数 令和８年7月9日現在令和８年7月9日現在

◇議会運営委員会
議会運営委員会
［１２人］
◇：理事

◎◇矢口やすゆき（自民）　〇◇渡辺富士雄（公明）
◇ブランシャー明日香（シ杉）　奥山たえこ（シ杉）
◇宇田川ゆうじ（都民）　てらだはるか（立憲）　◇田中朝子（維無）
山本ひろ子（公明）　◇わたなべ友貴（自民）　◇山田耕平（共産）
富田たく（共産）　◇ひわき岳（立憲）

◇特別委員会
災害対策・防犯等
特別委員会
［１２人］

◎へんみ純一（自民）　〇鈴木ちづる（維無）　鈴木ゆか（都民）
和氣みき（共産）　前山なおこ（立憲）　山名かなこ（シ杉）
横田政直（参政）　中村康弘（公明）　小林ゆみ（fr）　堀部やすし（無）
渡辺富士雄（公明）　藤本なおや（自民）

道路交通対策
特別委員会
［１２人］

◎富田たく（共産）　〇松本浩一（立憲）　ブランシャー明日香（シ杉）
赤坂たまよ（杉立）　てらだはるか（立憲）　松尾ゆり（杉わ）
山本ひろ子（公明）　あかねがくぼ舞（都民）　山田耕平（共産）
井口かづ子（維無）　杉浦がくし（自民）　浅井くにお（自民）

文化芸術・スポーツ・
まちのにぎわいに関す
る特別委員会
［１２人］

◎おおつき城一（公明）　〇わたなべ友貴（自民）
ほらぐちともこ（革新）　田中ゆうたろう（自由）　そね文子（シ杉）
宇田川ゆうじ（都民）　岩田いくま（杉ク）　酒井まさえ（共産）
安田マリ（立憲）　くすやま美紀（共産）　木梨もりよし（維無）
脇坂たつや（自民）

DX・議会改革に関す
る特別委員会
［１２人］

◎井口えみ（都民）　〇川原口宏之（公明）　倉本みか（安心）
奥山たえこ（シ杉）　奥田雅子（シ杉）　小池めぐみ（共産）
田中朝子（維無）　斉藤りか（公明）　矢口やすゆき（自民）
ひわき岳（立憲）　安斉あきら（国民）　吉田あい（自民）

◇常任委員会

奥山　たえこ
（シ杉）

富田　たく
（共産）

◎浅井　くにお
（自民）

井口　えみ
（都民）

赤坂　たまよ
（杉立）

松本　浩一
（立憲）

堀部　やすし
（無）

〇山本　ひろ子
（公明）

わたなべ　友貴
（自民）

鈴木　ちづる
（維無）

倉本　みか
（安心）

脇坂　たつや
（自民）

◎ひわき　岳
（立憲）

矢口　やすゆき
（自民）

和氣　みき
（共産）

田中ゆうたろう
（自由）

〇山名　かなこ
（シ杉）

渡辺　富士雄
（公明）

小林　ゆみ
（fr）

そね　文子
（シ杉）

鈴木　ゆか
（都民）

おおつき　城一
（公明）

杉浦　がくし
（自民）

◎くすやま美紀
（共産）

小池　めぐみ
（共産）

岩田　いくま
（杉ク）

〇藤本　なおや
（自民）

木梨　もりよし
（維無）

安田　マリ
（立憲）

政策経営部、総務部、会計管理室、選挙管理委員会及び監査委員に
関する事項並びに他の常任委員会の所管に属さない事項

区民生活部及び農業委員会に関する事項
総務財政委員会［１０人］

奥田　雅子
（シ杉）

吉田　あい
（自民）

◎田中　朝子
（維無）

〇あかねがくぼ舞
（都民）

中村　康弘
（公明）

てらだ　はるか
（立憲）

横田　政直
（参政）

山田　耕平
（共産）

川原口　宏之
（公明）

松尾　ゆり
（杉わ）

保健福祉部及び子ども家庭部に関する事項

教育委員会に関する事項

保健福祉委員会［１０人］

文教委員会［１０人］

区民生活委員会［９人］

ほらぐちともこ
（革新）

安斉　あきら
（国民）

◎ブランシャー明日香
（シ杉）

へんみ　純一
（自民）

酒井　まさえ
（共産）

宇田川　ゆうじ
（都民）

〇前山　なおこ
（立憲）

井口　かづ子
（維無）

斉藤　りか
（公明）

都市整備部及び環境部に関する事項
都市環境委員会［９人］

自民／杉並区議会自由民主党　共産／日本共産党杉並区議団　公明／杉並区議会公明党　立憲／立憲民主党杉並区議団　シ杉／シスターフッド杉並
維無／維新・無所属議員団　都民／都民ファースト・笑みの会　安心／安心・安全杉並の会　参政／参政党杉並　革新／都政を革新する会
自由／日本自由党杉並　杉わ／杉並わくわく会議　無／無所属（堀部）　杉ク／区政杉並クラブ　fr ／ far right　国民／杉並区議会国民民主党
杉立／杉並区議会立憲民主党

≪会派名≫（令和 ８年 ６月３０日現在）
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区議会の役割区議会の役割

委員会のあらまし委員会のあらまし

～区議会って、どんなところ？～～区議会って、どんなところ？～

会議のあらまし会議のあらまし ～区議会では、どういう風に話し合っているの？～～区議会では、どういう風に話し合っているの？～

～委員会って、どんな種類があるの？～～委員会って、どんな種類があるの？～

区民全員が区政に直接参加
することは困難ですので、
代表を選挙で選び、その代
表が集まって、区の予算や
きまり（条例）を決め（議決）
ています。

区議会と区長
区議会議員も区長も、選挙で選ばれた区民の
代表です。
区議会議員は、区議会という合議制の意思決
定機関を構成し、区の重要な仕事を議決します。
一方、区長は、区議会で決めたことに基づき、
実際に区の仕事を執行しています。
区議会と区長は、それぞれ独立した立場から
協力して区政を運営していることから、車の両
輪に例えられています。

【定例会と臨時会】
定例会は、条例に基づいて毎年 ２月、 ６月、
９月、１１月の ４回開いています。
臨時会は、必要に応じて開きます。
区議会の招集は区長が行いますが、議長や議
員定数の ４分の １以上の議員から招集の請求が
あったときは、区長は議会（臨時会）を招集し
なければなりません。

杉並区議会には、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会が設置されています。議員は必ず一つの常任委員会の委員になることが義務づけられ
ており、任期は条例で １年となっています（特別委員会を除く）。

議員の定数
議員の定数は、地方自治法により、区の条例
で定めることとされています。杉並区は、杉並
区議会議員定数条例により定数を４８人としてい
ます。
現在の議員の任期は令和 ５年 ５月 １日から令
和 ９年 ４月３０日までの ４年間です。

議長・副議長の役割
議長と副議長は、議員の中から選挙で選ばれ
ます。
議長は議場の秩序を保ち、議事の運営を行う
ほか、議会を代表して、意見書の提出や請願・
陳情の受理などを行います。また、区議会事務
局の職員を指揮監督し、議会の事務を統括しま
す。
副議長は、議長が欠けたときや、出張、病気
などで不在のときに、議長の代わりにその職務
を行います。

【本会議】
全議員が議場に集まって会議をするのが本会
議です。本会議では区政について質問を行った
り、議案や請願・陳情、意見書等について区議
会の意思を決めます。

【委員会】
議案や請願・陳情などを実質的に審査するの

議　決
会議（本会議）を開いて、議会の意思を決定
することを議決といいます。
議決事項は、地方自治法や条例で定められて
います。

請願・陳情
区議会では、皆さんの意見や要望を請願・陳
情として受け付けています。提出された請願・
陳情は、関係する委員会に付託されます。本会
議では、委員会の審査結果に基づき、採択か不
採択という結論を出します。

が委員会です。
委員会を設置するのは、区の仕事が多種多様
で内容も複雑なため、部門ごとに専門的に検討
したほうが能率もよく、また深く議論ができる
からです。
委員会には、常設の常任委
員会、議会運営委員会と、必
要に応じて設置される特別委
員会があります。

※�このほか、通常、 ２月には予算特別委員会、 ９月には決算特別委員会が
設置されます。

◇常任委員会

総務財政委員会

○区政の総合的な計画や調整に関すること
○予算やその他の財政に関すること
○財産の取得や建築工事などの契約に関すること
○危機管理及び防災に関すること� など

区民生活委員会

○区税や戸籍、住民登録に関すること
○地域活動の推進に関すること
○商工業、農業、消費生活に関すること
○文化振興、都市交流、男女共同参画に関すること
� など

保健福祉委員会

○高齢者、障害者、児童の福祉に関すること
○青少年の健全育成に関すること
○国民健康保険、国民年金、介護保険に関すること
○健康増進に関すること� など

都市環境委員会

○まちづくりに関すること
○みどりの育成・保護に関すること
○道路、公園、河川に関すること
○生活環境の整備に関すること� など

文教委員会

○区立小・中学校に関すること
○文化財に関すること
○生涯学習に関すること
○図書館に関すること� など

◇議会運営委員会

議会運営委員会
○議会の運営に関する事項
○議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
○議長の諮問に関する事項

◇特別委員会
災害対策・防犯等 
特 別 委 員 会 ○災害対策・防犯等に関する調査

道 路 交 通 対 策
特 別 委 員 会

○交通安全、外環道路、放射第 ５号線、南北交通、
　新交通システム及び鉄道連続立体交差に関する調査

文 化 芸 術・ ス ポ
ー ツ・ ま ち の に
ぎ わ い に 関 す る
特 別 委 員 会

○文化芸術及びスポーツに関する調査
○まちのにぎわい創出に関する調査

DX・議会改革に
関する特別委員会

○ �DX（デジタル・トランスフォーメーション）に関す
る調査

○行政手続のオンライン化に関する調査
〇デジタルデバイドに関する調査
○学校 ICTに関する調査
○議会のあり方に関する調査
○政治倫理に関する調査



≪会派名≫（令和 ８年 ６月１２日現在）
自民／杉並区議会自由民主党　共産／日本共産党杉並区議団　公明／杉並区議会公明党　立憲／立憲民主党杉並区議団　シ杉／シスターフッド杉並
維無／維新・無所属議員団　無都／無所属・都民ファーストの会　安心／安心・安全杉並の会　参政／参政党杉並　革新／都政を革新する会
自由／日本自由党杉並　杉わ／杉並わくわく会議　無／無所属（堀部）　杉ク／区政杉並クラブ　fr ／ far right　国民／杉並区議会国民民主党
杉立／杉並区議会立憲民主党

※掲載している一般質問の内容は当時の発言をもとに構成しているため、現在の状況とは異なる場合があります
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区政を問う
一般質問一般質問一般質問

　区政全般にわたり、区長をはじめと
する執行機関に対して行う質問を一般
質問といいます。
　５月２５日～２９日に２５名が質問し
ました。その要旨をお知らせします。

※�ニ次元コードを読み込むと、質疑応答の全
容を質問者別の動画でご覧になれます。

問　
善
福
寺
川
地
下
調
節
池
工
事
着

工
前
日
の
令
和
８
年
５
月
１０
日
。
岸

本
区
長
は
、
自
身
の
個
人
ア
カ
ウ
ン

ト
で
「
東
京
都
に
対
し
て
着
工
を
遅

ら
せ
る
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
等

の
申
し
入
れ
事
項
が
書
か
れ
た
要
望

書
を
提
出
し
た
」
と
発
信
。
し
か
し
、

令
和
８
年
５
月
１５
日
、
小
池
都
知
事

は
会
見
の
中
で
「
都
は
要
望
書
そ
の

も
の
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
と
発

言
。
ど
ち
ら
か
が
「
嘘
つ
き
」
と
い

う
こ
と
。
本
当
に
要
望
書
は
東
京
都

に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答□　
令
和
８
年
５
月
８
日
午
後
、
都

の
責
任
者
に
対
し
副
区
長
が
話
を
さ

せ
て
ほ
し
い
旨
を
区
か
ら
都
へ
連
絡

し
た
上
で
、
工
事
着
工
３
日
前
で
あ

り
急
を
要
す
る
と
の
判
断
の
下
、
当

日
副
区
長
が
都
を
訪
問
。
都
の
局
長

は
不
在
で
あ
り
、
都
の
担
当
部
局
へ

申
し
入
れ
と
と
も
に
要
望
書
を
提
出
。

し
か
し
、
内
容
に
つ
い
て
調
整
が
不

足
し
て
お
り
、
要
望
書
は
区
が
引
き

取
っ
て
い
る
。

問　
区
の
申
し
入
れ
に
は
「
着
工
を

遅
ら
せ
る
な
ど
の
対
応
を
求
め
る
」

と
す
る
一
方
、
区
長
は
令
和
８
年
５

月
１４
日
の
区
長
会
見
で
「
工
事
を
遅

ら
せ
る
意
図
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

区
長
の
本
当
の
立
場
を
示
せ
。

答□　
遅
ら
せ
る
意
図
は
な
い
。

問　
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
の
学

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
数
を
伺
う
。

答□　
待
機
児
童
数
は
、
５
３
７
人
。

問　
小
学
校
か
ら
直
接
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
ま
ま
児
童
館
を
利
用
で

き
る
直
接
来
館
に
は
、
入
退
室
管
理

シ
ス
テ
ム
が
な
い
。
保
護
者
の
不
安

感
軽
減
策
と
し
て
導
入
し
て
ほ
し
い
。

答□　
保
護
者
の
不
安
軽
減
や
電
子
化

に
よ
る
正
確
な
情
報
収
集
・
効
率
的

な
集
計
な
ど
の
効
果
等
、
費
用
対
効

果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
直
接
来
館

に
加
え
、
一
般
来
館
の
児
童
も
対
象

と
す
る
か
を
含
め
、
検
討
す
る
。

問　
放
課
後
等
居
場
所
事
業
や
児
童

館
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
利
用
で
も
配
食

サ
ー
ビ
ス
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答□　
児
童
へ
の
確
実
な
弁
当
の
受
け

渡
し
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
の
観

点
か
ら
課
題
が
あ
る
と
認
識
。
直
ち

に
拡
大
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
今

後
の
施
策
展
開
も
見
据
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

問　
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入
し
て

い
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請
に

も
導
入
し
て
ほ
し
い
。

答□　
令
和
９
年
度
の
当
初
入
会
申
請

へ
の
導
入
を
目
指
し
て
、
具
体
的
な

制
度
設
計
お
よ
び
運
用
方
法
の
検
討

に
着
手
す
る
。

問　
区
長
公
約
に
「
修
学
旅
行
な
ど

へ
の
所
得
制
限
な
し
の
区
独
自
の
補

助
を
復
活
さ
せ
ま
す
。」
と
の
文
言

が
あ
っ
た
。
復
活
さ
せ
た
区
独
自
補

助
は
何
か
。

答□　
従
前
行
っ
て
い
た
区
独
自
補
助

に
つ
い
て
は
復
活
し
て
い
な
い
。

問　
区
長
公
約
に
「
児
童
館
は
児
童

福
祉
の
視
点
か
ら
拡
充
し
ま
す
。」

と
の
文
言
が
あ
っ
た
。
区
長
就
任
時

と
現
在
の
児
童
館
数
は
。

答□　
区
長
就
任
時
は
２７
館
、
現
在
は

２５
館
。

問　
区
長
公
約
に
「
学
童
ク
ラ
ブ
の

民
間
委
託
を
す
す
め
ま
せ
ん
。
可
能

な
限
り
、区
の
直
営
に
戻
し
ま
す
。」

と
の
文
言
が
あ
っ
た
。
①
区
長
在
任

中
に
民
間
委
託
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
数

は
。
②
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
を
追
加
設

置
し
、
事
業
者
が
新
た
な
受
託
を
控

え
た
高
井
戸
学
童
ク
ラ
ブ
を
除
き
、

直
営
に
戻
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
数
は
。

答□　
①
新
た
に
民
間
委
託
し
た
の
は

２
ク
ラ
ブ
。
②
委
託
か
ら
直
営
に
戻

し
た
学
童
ク
ラ
ブ
は
な
い
。

問　
区
長
公
約
に
「
ゆ
う
ゆ
う
館
の

廃
止
を
ス
ト
ッ
プ
し
」
と
の
文
言
が

あ
っ
た
。
区
長
就
任
時
と
現
在
の
ゆ

う
ゆ
う
館
数
は
。

答□　
区
長
就
任
時
は
２８
館
、
現
在
は

２６
館
。

問　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
無

法
な
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
り
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
た
状
態
。
区
内

の
建
設
関
連
の
事
業
者
が
資
材
不
足

や
価
格
高
騰
で
、
収
入
の
減
少
や
事

業
継
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

区
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答□　
供
給
面
で
の
制
約
が
生
じ
て
い

る
状
況
に
あ
る
と
認
識
。
区
発
注
工

事
に
お
け
る
資
材
の
納
期
に
つ
い
て

明
確
な
見
通
し
が
得
ら
れ
な
い
と
の

声
も
届
い
て
い
る
。
引
き
続
き
実
態

把
握
に
努
め
、
区
発
注
工
事
に
お
い

て
は
資
材
価
格
の
動
向
を
適
切
に
反

映
し
た
契
約
上
の
対
応
を
行
う
。
建

設
分
野
に
限
ら
ず
区
内
事
業
者
の
声

を
把
握
し
、
国
や
都
に
要
望
を
行
う

こ
と
も
含
め
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
医
療
・
介
護
現
場
で
の
実
態
把

握
と
必
要
な
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

答□　
関
係
団
体
と
の
連
絡
会
や
各
事

業
者
と
の
情
報
連
絡
な
ど
の
機
会
を

通
じ
て
実
態
把
握
に
努
め
る
。

問　
「
中
東
情
勢
に
関
す
る
特
別
相

談
窓
口
」
を
緊
急
で
開
設
し
、
Ｈ
Ｐ

や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
周
知
す
べ
き
。

答□　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓

口
で
融
資
や
経
営
に
関
す
る
相
談
を

受
け
て
い
る
。
区
公
式
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ

プ
画
面
に
も
掲
載
を
行
っ
た
。

問　
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
法
が
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
区
の
受
け

止
め
を
問
う
。

答□　
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
相
談
支

援
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
取
組
を

さ
ら
に
強
化
し
、
障
害
の
特
性
に
応

じ
た
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
高
次
脳
機
能
障
害
と
な
っ
た
主

な
原
因
、
年
齢
層
、
相
談
傾
向
は
。

答□　
脳
梗
塞
等
の
脳
血
管
障
害
、
交

通
事
故
等
に
よ
る
頭
部
外
傷
。５０
歳
以

上
を
中
心
に
全
年
齢
で
発
症
。
相
談

傾
向
は
記
憶
や
注
意
力
の
低
下
、
感

情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
多
岐
に
わ
た
る
。

問　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る

取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

答□　
個
別
性
に
配
慮
し
た
支
援
が
不

可
欠
。
介
護
保
険
対
象
の
障
害
者
に

は
障
害
福
祉
部
門
等
で
連
携
。
高
齢

部
門
と
障
害
部
門
相
互
の
制
度
理
解

も
深
め
て
い
る
。

問　
令
和
７
年
度
の
見
直
し
で
、
通

所
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
移
動
支
援
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

答□　
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

３
か
月
超
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

問　
支
援
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
等
求
め
る
。

答□　
情
報
を
整
理
し
、
検
討
を
進
め
、

情
報
提
供
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
外
環
道
工
事
は
大
ギ
ア
の
損
傷

等
で
掘
進
停
止
。
原
因
は
特
定
さ
れ

ず
、
復
旧
の
見
通
し
が
な
い
。
同
機

構
を
持
つ
シ
ー
ル
ド
は
一
旦
停
止
し

詳
細
な
点
検
と
説
明
会
の
開
催
を
。

答□　
一
旦
停
止
と
詳
細
点
検
を
求
め

る
声
は
当
然
で
事
業
者
に
伝
え
る
。

住
民
不
安
解
消
の
た
め
情
報
公
開
と

説
明
が
必
要
で
あ
り
、
説
明
会
の
開

催
を
区
と
し
て
要
望
す
る
。

問　
善
福
寺
川
緑
地
に
お
け
る
樹
木

の
伐
採
・
移
植
は
、
専
門
家
の
知
見

も
踏
ま
え
た
保
全
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
地
下
調
節
池
事
業
に
伴
い

関
根
文
化
公
園
の
大
部
分
が
長
期
間

使
用
で
き
な
い
。
代
替
地
確
保
を
。

答□　
多
く
の
子
ど
も
が
遊
べ
る
貴
重

な
空
間
と
認
識
。
住
民
の
樹
木
確
認

会
で
の
専
門
家
か
ら
の
指
摘
は
承
知

し
て
お
り
、
都
が
こ
れ
ら
も
踏
ま
え

た
検
討
を
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

公
園
代
替
地
の
確
保
は
都
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
巨
大
地
下
イ
ン
フ
ラ
事
業
は
当

初
想
定
を
大
き
く
超
え
る
工
事
費
増

額
や
長
期
化
が
全
国
的
な
課
題
。
安

全
性
、
財
政
面
の
持
続
可
能
性
等
、

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

答□　
適
切
な
情
報
提
供
と
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
。
都
に
説
明
を
求
め
る
。

善
福
寺
川
上
流
地
下
調
節

池
事
業
。
無
責
任
な
区
長

の
姿
勢
に
疑
問
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
。

学
童
の
待
機
児
童
当
事
者

と
し
て
問
う

岸
本
区
政
の
４
年
間
を
、

公
約
と
実
績
か
ら
振
り
返

る
。

イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
る
物
価

高
騰
・
資
材
不
足
か
ら
暮

ら
し
と
営
業
守
る

高
次
脳
機
能
障
害

見
え
な
い
障
害
の
支
援
を

外
環
道
工
事
と
善
福
寺
川

地
下
調
節
池　

安
全
対
策

と
説
明
責
任
を

わ
た
な
べ
友
貴

（
自
民
）

前
山
な
お
こ

（
立
憲
）

岩
田
い
く
ま

（
杉
ク
）

小
池
め
ぐ
み

（
共
産
）

和
氣
み
き

（
共
産
）

山
田
耕
平

（
共
産
）
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問　
商
店
街
の
数
と
昨
年
度
の
商
店

街
防
災
力
向
上
緊
急
支
援
事
業
の
申

請
件
数
は
。
そ
の
周
知
活
動
、
案
内

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
確
認
す
る
。

答□　
１
２
１
団
体
中
５
団
体
が
申
請

し
た
。
メ
ー
ル
で
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
８
月
に
開
催
す
る
商
店
街

補
助
金
説
明
会
で
も
案
内
し
て
い
く
。

問　
地
域
の
方
々
が
活
動
し
防
災
力

を
向
上
し
て
き
た
宮
前
公
園
へ
の
か

ま
ど
ベ
ン
チ
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

答□　
現
時
点
で
設
置
予
定
は
な
い
が
、

他
自
治
体
の
例
を
踏
ま
え
研
究
す
る
。

問　
新
神
田
市
場
青
果
卸
売
協
同
組

合
と
結
ん
だ
「
災
害
時
に
お
け
る
青

果
物
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書
」

に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
。

答□　
青
果
等
の
新
鮮
で
栄
養
の
あ
る

食
材
の
提
供
は
、
避
難
生
活
が
長
期

化
し
た
場
合
、
食
の
充
実
に
寄
与
す

る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
防
災
・
防
犯
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

事
業
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
受
け
、

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
今
後
の
取
組
は
。

Ｈ
Ｐ
の
一
方
的
な
プ
ル
型
周
知
か
ら
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
へ
の
プ
ッ

シ
ュ
型
周
知
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

答□　
Ｈ
Ｐ
中
心
の
情
報
発
信
を
見
直

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
居
住

者
向
け
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

プ
ッ
シ
ュ
型
周
知
を
進
め
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

答□　
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）
は
地
域
で
の
暮
ら
し
を

通
じ
誰
も
が
健
康
で
幸
福
な
生
活
を

実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
。

問　
Ｓ
Ｗ
Ｃ
は
関
係
課
が
連
携
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

ま
た
今
年
度
は
総
合
計
画
や
実
行
計

画
の
改
定
の
年
。
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
取
組
を

ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く
考
え
か
。

答□　
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
取
組
は
健
康
の
増
進
、

地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
づ
く
り
や

社
会
参
加
の
促
進
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
多
様
な
分
野
に
関
わ
る
も
の
。
今

後
「
健
康
」
を
切
り
口
と
し
て
福
祉
、

地
域
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
各

分
野
に
ま
た
が
る
施
策
を
横
断
的
に

捉
え
、
関
係
課
が
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
。
今
年
度
実
施
す
る

計
画
改
定
作
業
の
中
で
分
野
横
断
的

な
視
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

問　
若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援

事
業
は
４０
歳
未
満
で
末
期
が
ん
の
方

が
対
象
。
こ
の
支
援
事
業
を
前
向
き

に
検
討
し
て
ほ
し
い
が
見
解
を
。

答□　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
速
や
か

に
把
握
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
点

に
つ
い
て
は
区
と
し
て
も
認
識
し
て

い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
介
護
問
題
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観

点
か
ら
分
析
し
、「
共
に
ケ
ア
す
る

社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
性
に

つ
い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答□　
ケ
ア
の
負
担
が
女
性
や
家
族
に

偏
っ
て
き
た
現
実
が
あ
る
。
ケ
ア
を

地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
切
と
考
え
る
。

問　
介
護
現
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
の
把
握
は
。
ケ
ア
労
働
者
を

守
る
た
め
の
取
組
へ
の
支
援
を
伺
う
。

答□　
都
実
施
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
報

告
書
を
参
考
に
実
態
把
握
。
従
業
員

研
修
、相
談
窓
口
設
置
、予
防
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
等
の
対
策
が
今
度
も
進
む

よ
う
相
談
・
支
援
に
努
め
る
。

問　
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
と
ケ
ア

労
働
の
社
会
的
価
値
を
高
め
て
い
く

取
組
に
つ
い
て
区
の
見
解
は
。

答□　
適
正
な
介
護
報
酬
の
設
定
が
重

要
。
居
住
支
援
手
当
の
支
給
に
係
る

補
助
等
、
今
後
も
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
い
く
。
よ
り
多
く
の
人
に
介
護

の
仕
事
の
意
義
や
魅
力
を
発
信
す
る

取
組
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

問　
ケ
ア
労
働
を
持
続
可
能
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
の
方
向
性
を
伺
う
。

答□　
ケ
ア
す
る
人
を
ケ
ア
す
る
と
い

う
視
点
を
大
切
に
し
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　
多
様
な
特
性
を
持
つ
児
童
生
徒

へ
の
合
理
的
配
慮
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
学
校
健
診
の

た
め
に
、
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

答□　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
を
含
む
対
応
な
ど
、
児
童
生
徒
の

状
況
に
合
わ
せ
た
取
組
の
継
続
と
保

護
者
等
の
意
見
も
踏
ま
え
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

問　
柿
木
図
書
館
お
よ
び
周
辺
施
設

の
建
て
替
え
等
に
伴
う
更
新
期
間
中

の
ゆ
う
ゆ
う
四
宮
館
の
利
用
者
の
活

動
場
所
を
問
う
。

答□　
利
用
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

周
辺
施
設
活
用
を
念
頭
に
検
討
す
る
。

問　
小
学
４
年
生
以
降
の
障
害
児
の

居
場
所
の
取
組
と
今
後
の
流
れ
は
。

答□　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
３５

所
。
中
学
生
以
降
の
放
課
後
等
体
験

活
動
事
業
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実

施
予
定
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
継
続
す
る
。

問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

週
３
日
の
利
用
が
目
安
。
自
己
負
担

額
に
よ
り
、
利
用
を
控
え
て
い
る
人

も
い
る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

答□　
一
定
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
承
知
。
障
害
児
通
所
支
援
の
利

用
者
負
担
軽
減
の
取
組
を
始
め
た
他

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
研
究
す
る
。

問　
近
年
の
酷
暑
に
よ
り
、
公
園
に

求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。
夏
場
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
整
備
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
具
体
的
に
伺
う
。

答□　
暑
さ
か
ら
命
と
健
康
を
守
る
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
へ
と
役
割
を
広
げ
て

い
る
と
認
識
。
公
園
で
も
対
策
を
進

め
て
い
る
。
お
む
つ
替
え
や
授
乳
が

涼
し
い
環
境
で
で
き
る
よ
う
杉
並
児

童
交
通
公
園
と
桃
井
原
っ
ぱ
公
園
の

管
理
事
務
所
に
設
備
の
導
入
を
予
定
。

問　
杉
並
児
童
交
通
公
園
の
開
放
時

間
延
長
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

答□　
利
用
状
況
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
・

運
営
上
の
課
題
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
区
民
ニ
ー
ズ

へ
の
認
識
は
。
常
設
化
を
含
め
、
今

後
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

答□　
常
設
化
を
は
じ
め
、
開
催
場

所
・
頻
度
の
拡
充
等
の
要
望
が
あ
る
。

子
ど
も
が
身
近
な
地
域
で
継
続
的
に

利
用
で
き
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
実
現

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
る
。

問　
都
の
介
護
職
員
宿
舎
借
り
上
げ

支
援
事
業
を
、
区
が
指
定
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
て
い

な
い
実
態
に
つ
い
て
、
認
識
を
伺
う
。

答□　
独
自
の
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
は

な
い
が
、
ニ
ー
ズ
が
高
い
居
住
支
援

手
当
で
住
宅
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

問　
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
は
、
横
須
賀
、

沖
縄
、
岩
国
な
ど
の
在
日
米
軍
基
地

か
ら
出
撃
し
て
い
る
。
す
で
に
日
本

が
深
々
と
関
与
し
、
加
担
し
、
参
戦

国
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

自
治
体
の
首
長
こ
そ
が
声
を
上
げ
る

べ
き
。
高
市
政
権
の
安
保
３
文
書
の

改
定
や
、
来
春
に
も
改
憲
発
議
が
狙

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
長

は
明
確
に
反
対
の
意
思
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、「
国
の
専
管
事
項

に
つ
い
て
は
お
答
え
し
な
い
」
と
い

う
区
長
の
姿
勢
は
改
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答□　
我
が
国
の
外
交
や
安
全
保
障
は
、

国
の
専
管
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
個
別
の
政

策
や
事
案
へ
の
評
価
は
差
し
控
え
る

べ
き
と
考
え
る
。
一
方
で
、
現
在
の

国
際
情
勢
を
見
る
と
、
各
地
で
武
力

衝
突
や
緊
張
が
高
ま
る
中
、
国
際
法

や
人
道
の
原
則
が
十
分
守
ら
れ
て
い

な
い
懸
念
へ
の
指
摘
に
つ
い
て
、
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
区
は
直
接

外
交
に
関
与
す
る
立
場
で
は
な
い
が
、

区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
責
任
を

担
う
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
平
和
の

尊
さ
と
そ
の
実
現
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
平
和
政
策
を
通
じ
て
着
実
に
発

信
し
、
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
区
長
は
答
弁
の
中
で
「
学
童
ク

ラ
ブ
の
受
け
入
れ
数
は
、
児
童
館
そ

の
も
の
が
な
く
な
っ
た
か
ら
、
な
く

な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
区
と
し
て

現
在
の
学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
の
増

加
は
、
前
区
政
に
お
け
る
児
童
館
再

編
整
備
計
画
が
直
接
的
な
要
因
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
は
っ
き

り
と
答
弁
を
求
め
る
。

答□　
前
区
政
に
お
け
る
児
童
館
再
編

整
備
計
画
そ
の
も
の
が
現
在
の
待
機

児
童
増
加
の
直
接
の
要
因
と
は
捉
え

て
い
な
い
。

問　
旧
児
童
館
施
設
は
現
在
ど
の
よ

う
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答□　
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
６
館
、

学
童
ク
ラ
ブ
専
用
施
設
３
館
、
保
育

所
３
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ふ
ら
っ
と

１
館
、
区
民
集
会
所
１
館
、
児
童
相

談
所
１
館
、
税
務
署
１
館
。

問　
区
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
令
和

２
年
度
か
ら
６
年
度
に
約
２
・
２８
倍

に
急
増
、
不
登
校
も
約
１
・
８５
倍
に

増
え
、
都
平
均
を
大
幅
に
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
悪
化
し
て
い
る
。
教
育
区

を
掲
げ
た
杉
並
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
結
果
に
な
っ
た
の
か
原
因
分
析
を
。

答□　
学
校
で
い
じ
め
を
確
実
に
認
知

す
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
。
不
登
校
に
つ
い
て
は
明
確
な
要

因
は
現
時
点
で
分
か
っ
て
い
な
い
。

防
災
に
つ
い
て

Ｓ
Ｗ
Ｃ
に
つ
い
て
／
若
年

が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援

事
業
の
検
討
を
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
問

う
介
護
と
ケ
ア
労
働
の
課

題
に
つ
い
て

学
校
健
診
で
の
合
理
的
配

慮
と
、
高
齢
者
・
障
害
児

の
居
場
所
確
保
を

酷
暑
時
代
の
公
園
づ
く
り・

プ
レ
ー
パ
ー
ク
・
持
続
可

能
な
介
護
体
制

今
が
改
憲
・
戦
争
を
止
め

る
正
念
場

岸
本
区
政
４
年
間
で
劣
化

し
た
杉
並
の
子
育
て
・
教

育
環
境

宇
田
川
ゆ
う
じ

（
無
都
）

赤
坂
た
ま
よ

（
杉
立
）

山
名
か
な
こ

（
シ
杉
）

鈴
木
ち
づ
る

（
維
無
）

あ
か
ね
が
く
ぼ
舞

（
無
都
）

ほ
ら
ぐ
ち
と
も
こ

（
革
新
）

井
口
え
み

（
無
都
）
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問　
区
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
師

会
と
連
携
し
、
要
介
護
者
の
状
態
変

化
に
応
じ
て
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対

応
で
き
る
在
宅
医
療
の
体
制
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

答□　
要
介
護
者
へ
医
療
と
介
護
が
一

体
と
な
っ
た
包
括
的
支
援
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
医
師
や
介
護
関
係
者
が

共
通
で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
促
進
。
ま
た
、
区
内
医

療
機
関
と
協
定
を
締
結
し
、
後
方
支

援
病
床
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
区
長
の
「
ケ
ア
す
る
人
を
ケ
ア

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
、
実
行
性
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
と
い
う
明
確
な
背

骨
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
。

答□　
条
例
制
定
の
前
段
階
で
、
ケ
ア

ラ
ー
の
対
象
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す

べ
き
か
等
、
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
は
議
員
か
ら
の

問
題
提
起
と
し
て
受
け
止
め
る
。

問　
元
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会
復
帰
と
精

神
的
自
立
を
支
え
る
た
め
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
設
置
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

機
会
を
提
供
・
拡
充
す
べ
き
で
は
。

答□　
ケ
ア
２４
で
相
談
を
受
け
専
門
相

談
機
関
等
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、
家
族
介

護
者
の
会
等
と
連
携
し
、
当
事
者
同

士
が
支
え
合
う
場
を
設
け
る
等
、
今

後
も
こ
れ
ら
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
。

問　
法
律
の
施
行
３
年
目
を
迎
え
、

困
難
女
性
支
援
へ
の
区
の
認
識
は
。

答□　
困
難
を
抱
え
る
女
性
を
単
な
る

支
援
の
対
象
で
は
な
く
権
利
の
主
体

と
捉
え
る
こ
と
が
基
本
理
念
。
法
律

が
求
め
る
も
の
は
、
庁
内
横
断
の
取

組
で
初
め
て
実
現
す
る
も
の
と
認
識
。

問　
法
に
基
づ
く
計
画
を
早
く
策
定

し
て
ほ
し
い
が
そ
の
道
筋
を
問
う
。

答□　
法
の
計
画
は
、
仮
称
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
関
す
る
条
例
を
踏
ま
え

た
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
と
密
接

に
関
わ
る
た
め
、
困
難
女
性
の
支
援

は
同
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
く
。

問　
支
援
調
整
会
議
で
見
え
た
課
題
。

答□　
安
定
し
た
家
庭
環
境
で
も
自
己

肯
定
感
の
低
さ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
、

問
題
が
深
刻
化
す
る
前
の
段
階
で
支

援
に
つ
な
が
り
に
く
い
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
。
早
期
介
入
や
予
防
的

ア
プ
ロ
ー
チ
は
福
祉
部
門
の
み
で
は

完
結
し
得
ず
、
包
括
的
性
教
育
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
、
庁
内
横
断
的
な

取
組
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
。

問　
人
権
は
身
体
的
な
体
験
に
基
づ

く
も
の
。
人
権
と
福
祉
へ
の
認
識
は
。

答□　
福
祉
施
策
の
根
底
に
は
一
人
一

人
の
人
権
保
障
の
視
点
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
を
支
え
る
も
の
と
認

識
。
庁
内
外
の
機
関
、
地
域
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

問　
条
例
が
で
き
た
こ
と
の
意
義
と
、

施
行
後
の
主
な
変
化
を
伺
う
。

答□　
条
例
の
施
行
は
、
子
ど
も
が
権

利
の
主
体
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
意
義
が
あ
る
。
子
ど
も
が
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
が
広
が
り
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
た
。

問　
意
見
を
聞
か
れ
る
権
利
に
基
づ

く
取
組
に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
の
反

応
、
そ
の
後
の
影
響
、
変
化
等
は
。

答□　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
参
加
し

た
子
ど
も
か
ら
、「
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
」「
意

見
を
周
り
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問　
条
例
は
大
人
も
学
ぶ
こ
と
を
求

め
て
い
る
が
、
そ
の
取
組
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
そ
の
課
題
を
伺
う
。

答□　
パ
ネ
ル
展
、
広
報
等
で
区
民
へ

の
普
及
啓
発
や
学
校
教
員
等
へ
の
研

修
等
を
行
っ
た
。
子
ど
も
の
権
利
へ

の
関
心
と
理
解
が
広
が
る
よ
う
、
伝

え
方
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
。

問　
不
登
校
支
援
と
し
て
保
護
者
の

会
を
行
う
よ
う
求
め
、
こ
の
度
開
催

と
な
っ
た
が
、
そ
の
目
的
、
経
緯
、

今
後
の
開
催
頻
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答□　
保
護
者
の
孤
立
感
の
軽
減
、
相

談
・
交
流
の
場
の
提
供
等
が
目
的
。

年
間
６
回
程
度
実
施
予
定
。

問　
高
齢
者
の
生
活
に
つ
い
て
、
国

が
何
ら
か
の
体
制
を
つ
く
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
、
国
も
い
ろ
い
ろ
検
討

し
て
い
た
。
私
は
２
年
前
く
ら
い
か

ら
、
何
度
も
何
度
も
、
ま
だ
か
ま
だ

か
と
質
問
し
て
き
た
。
今
回
は
い
よ

い
よ
、
法
令
改
正
が
始
ま
る
。

　
事
業
の
担
い
手
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
規
模
が
小
さ
い
。

お
金
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
杉
並
区
は
、
ど
の
よ
う
に

連
携
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
。
準
備

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
伺
う
。

答□　
国
は
、
現
在
開
会
中
の
通
常
国

会
に
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
、

お
よ
び
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高

齢
者
等
に
対
す
る
日
常
生
活
、
入
院

等
の
手
続
き
、
死
後
事
務
の
支
援
を

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
づ
け
、

合
わ
せ
て
相
談
体
制
等
の
整
備
を
図

る
等
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
等
の
一

部
改
正
案
を
提
出
。
こ
の
新
た
な
事

業
の
実
施
主
体
に
制
限
は
な
い
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
こ
と

が
適
当
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
区
と
し
て
は
関
係
機
関
で
あ
る
区

社
協
お
よ
び
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
も

含
め
た
検
討
会
を
来
月
設
置
し
、
令

和
９
年
度
以
降
の
新
た
な
事
業
の
実

施
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

問　
民
有
地
の
み
ど
り
の
課
題
に
つ

い
て
、
区
民
の
取
組
を
ど
う
支
え
、

関
与
し
て
い
く
の
か
。
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答□　
所
有
者
の
自
主
的
な
取
組
を
後

押
し
し
、
支
え
、
関
与
す
る
仕
組
み

が
重
要
。
地
域
ぐ
る
み
で
み
ど
り
を

守
り
育
て
る
仕
組
み
等
、
実
効
性
の

あ
る
支
援
策
の
検
討
を
進
め
る
。

問　
所
有
者
の
高
齢
化
や
単
身
世
帯

の
増
加
等
を
踏
ま
え
、
個
人
宅
の
樹

木
管
理
は
福
祉
的
側
面
も
関
係
し
て

い
る
と
考
え
る
。
関
係
部
門
が
連
携

し
た
相
談
・
支
援
体
制
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
区
の
所
見
を
伺
う
。

答□　
所
有
者
の
高
齢
化
や
財
政
負
担

な
ど
様
々
な
課
題
に
応
じ
て
、
他
の

関
係
部
署
と
連
携
し
、
支
援
が
行
え

る
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

問　
区
内
の
空
家
は
１
３
２
１
件
と

増
加
。
背
景
に
は
適
切
な
相
続
登
記

が
さ
れ
て
い
な
い
影
響
も
あ
る
。
司

法
書
士
会
と
区
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答□　
無
料
相
談
窓
口
の
設
置
等
で
、

区
民
が
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
を

受
け
ら
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
所
有
者
不
明
の
空
家
の
発
生

抑
制
等
、
管
理
不
全
状
態
の
改
善
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
岸
本
区
政
で
進
ん
だ
「
情
報
公

開
」
に
関
す
る
区
の
取
組
を
伺
う
。

答□　
区
政
の
情
報
は
区
民
の
も
の
と

の
考
え
を
徹
底
、
区
長
日
程
の
全
面

公
開
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の

区
民
意
見
は
原
則
、
全
文
公
表
な
ど
。

問　
区
長
公
約
の
「
公
文
書
管
理
条

例
」
制
定
を
見
据
え
た
具
体
的
な
進

捗
と
区
長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答□　
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
進
め
て

い
く
と
い
う
観
点
で
重
要
な
意
義
が

あ
る
。
先
行
区
の
運
用
状
況
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

問　
阿
佐
谷
北
東
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く

り
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
教
育
や

学
び
は
ど
う
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

答□　
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
通
じ
て
、

多
様
な
世
代
が
学
び
合
う
こ
と
が
重

要
と
い
う
考
え
の
下
、
各
分
野
の
取

組
に
そ
の
視
点
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問　
こ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し

た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
エ
リ

ア
外
の
区
民
や
、
周
辺
地
域
の
事
業

者
な
ど
も
参
加
し
て
い
る
か
。

答□　
参
加
し
て
い
な
い
が
、
意
見
を

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
し
た
。
今
後

は
よ
り
広
い
関
係
者
と
連
携
を
図
る
。

問　
協
議
会
で
の
区
の
役
割
を
伺
う
。

答□　
必
要
な
情
報
提
供
や
関
係
主
体

間
の
調
整
、
議
論
の
場
の
設
定
等
、

エ
リ
ア
内
外
を
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
。

問　
「
利
害
関
係
者
と
の
接
触
に
関

す
る
指
針
」
策
定
に
よ
る
課
題
解
決

は
あ
っ
た
か
。

答□　
明
確
な
ル
ー
ル
を
設
け
た
こ
と

で
、
職
務
上
必
要
な
利
害
関
係
者
と

の
接
触
が
、
区
民
か
ら
の
疑
惑
や
不

信
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。

問　
労
働
者
の
賃
金
等
、
適
正
な
労

働
条
件
の
確
保
等
の
取
組
の
成
果
は
。

答□　
区
発
注
工
事
や
委
託
業
務
等
の

従
事
者
の
賃
金
を
毎
年
引
き
上
げ
た
。

令
和
８
年
度
の
委
託
等
の
従
事
者
の

労
働
報
酬
下
限
額
は
４
年
度
に
比
べ

て
４
０
７
円
、
率
に
し
て
３７
・
２
％

増
の
１
５
０
０
円
と
な
る
な
ど
近
年

の
経
済
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
。

問　
い
じ
め
防
止
に
つ
い
て
の
対
策

を
区
民
に
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て

説
明
を
求
め
る
。

答□　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、
教
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｒ
へ
の
改
組
、
学
校
問
題
対
応
弁

護
士
の
設
置
等
、
い
じ
め
対
策
の
抜

本
的
な
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問　
賛
成
と
反
対
の
二
項
対
立
を
越

え
て
、
対
話
を
基
軸
に
据
え
て
区
政

運
営
す
る
現
実
性
と
そ
の
本
質
と
は
。

答□　
対
話
で
、
区
民
と
区
の
認
識
や

考
え
方
を
互
い
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

目
指
す
姿
に
近
づ
く
プ
ロ
セ
ス
が
現

実
性
あ
る
区
政
の
進
め
方
と
考
え
る
。

介
護
者
支
援
と
ケ
ア
ラ
ー

支
援
条
例
、
介
護
後
ポ
ス

ト
ケ
ア
に
つ
い
て

女
性
支
援
法
を
活
か
す
。

支
援
を
編
み
直
す
施
策
の

体
系
化
を
！

子
ど
も
の
権
利
条
例
施
行

の
意
義
と
不
登
校
支
援
に

つ
い
て

身
寄
り
も
カ
ネ
も
な
い
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
体

制
づ
く
り
の
進
捗

住
環
境
を
守
る
た
め
の

「
み
ど
り
と
空
家
対
策
」

公
文
書
管
理
条
例
と
阿
佐

谷
北
東
ま
ち
づ
く
り
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

対
話
と
情
報
公
開
を
軸
に

し
た
４
年
間
の
「
開
か
れ

た
区
政
」

松
本
浩
一

（
立
憲
）

て
ら
だ
は
る
か

（
立
憲
）

そ
ね
文
子

（
シ
杉
）

奥
山
た
え
こ

（
シ
杉
）

斉
藤
り
か

（
公
明
）

安
田
マ
リ

（
立
憲
）

ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
明
日
香

（
シ
杉
）
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問　
他
自
治
体
で
は
、
建
築
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
で
建
築
工
事
の
見
直

し
が
相
次
い
で
い
る
。
今
後
の
人
口

構
成
や
、
予
見
さ
れ
る
行
政
政
策
を

見
据
え
、
施
設
再
編
の
再
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。
当
区
の
見
解
を
伺
う
。

答□　
金
融
市
場
の
変
動
等
、
区
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
は
不
透
明
。
更
新

期
を
迎
え
る
区
立
施
設
の
改
築
・
改

修
の
進
め
方
は
重
要
な
課
題
と
認
識
。

問　
区
役
所
本
庁
舎
は
行
政
の
最
重

要
拠
点
。
各
階
に
あ
る
和
式
ト
イ
レ

は
、
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
に
は
不

便
と
の
声
。
早
急
な
洋
式
ト
イ
レ
へ

の
改
修
は
時
代
に
沿
っ
た
対
応
で
は
。

答□　
議
員
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
本
庁

舎
の
ト
イ
レ
は
約
３
割
が
和
式
と
承

知
。
早
急
に
洋
式
化
を
進
め
る
。

問　
築
３３
年
の
区
立
浜
田
山
会
館
は
、

現
状
、
設
備
は
老
朽
化
。
洋
式
ト
イ

レ
化
や
区
民
が
懇
談
で
き
る
談
話

コ
ー
ナ
ー
設
置
な
ど
、
改
修
を
望
む
。

答□　
誰
も
が
使
い
や
す
い
施
設
へ
、

他
の
区
民
会
館
も
含
め
検
討
す
る
。

問　
旧
成
田
会
議
室
は
、
築
５５
年
と

改
築
時
期
を
迎
え
る
。
ケ
ア
２４
に
加

え
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
対
応
可

能
な
複
合
施
設
改
築
の
検
討
を
。

答□　
同
会
議
室
は
長
寿
命
化
改
修
が

未
整
備
。
将
来
の
行
政
需
要
を
踏
ま

え
適
切
な
時
期
の
施
設
更
新
を
検
討
。

問　
５
月
１８
～
２２
日
、
区
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
区
内
団
体
の

展
示
の
中
に
、「
光
り
輝
く
杉
並
区

長　
岸
本
聡
子
様
」
と
題
す
る
肖
像

画
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
区
は
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
な
社
会

主
義
国
家
顔
負
け
の
独
裁
自
治
体
に

落
ち
ぶ
れ
た
の
か
、
恐
怖
や
嘲
笑
の

声
が
届
い
て
い
る
。
開
催
期
間
中
に

撤
去
さ
れ
た
が
、
経
緯
は
。

答□　
様
々
な
意
見
が
区
に
寄
せ
ら
れ
、

混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
、
２０
日

朝
、
団
体
の
代
表
者
に
伝
え
た
。
団

体
の
中
で
相
談
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、

午
前
中
に
自
主
的
に
撤
去
さ
れ
た
。

問　
行
政
の
政
治
的
中
立
性
を
放
棄

し
、
区
民
の
信
頼
は
失
墜
。

答□　
１８
日
午
前
に
職
員
が
確
認
。
政

治
的
主
張
や
選
挙
運
動
と
の
誤
解
は

招
か
ぬ
純
粋
な
創
作
物
と
判
断
。

問　
そ
の
認
識
で
は
困
る
。
問
題
は

立
候
補
予
定
者
た
る
現
職
区
長
の
肖

像
画
を
、
選
挙
直
前
に
役
所
で
崇
敬

の
言
葉
と
と
も
に
掲
示
し
た
こ
と
。

　
区
が
責
任
を
も
っ
て
「
そ
の
展
示

は
ま
ず
い
」
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
。

　
区
長
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
る
。

答□　
ご
意
見
は
受
け
止
め
、
今
後
、

ロ
ビ
ー
等
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、

庁
舎
内
の
秩
序
維
持
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
て
管
理
に
努
め
る
。

問　
保
健
師
に
よ
る
支
援
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
が
１
年
間
機
能
し
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
切
実
な
声
が

届
い
た
が
。

答□　
誰
が
対
応
し
て
も
、
質
の
高
い

支
援
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
の
前
提
が
、
米
国
の
公
的
な
調
査

等
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
。

答□　
国
の
審
議
会
に
お
い
て
安
全
性

に
重
大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ
ず
、
引

き
続
き
、
接
種
を
継
続
す
る
と
認
識
。

問　
闇
バ
イ
ト
と
は
欺ぎ

瞞ま
ん
に
満
ち
た

危
険
な
言
葉
だ
が
ト
ク
リ
ュ
ウ
に
対

す
る
危
機
感
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答□　
強
い
危
機
感
を
持
つ
。
警
察
等

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
犯
力
向
上
に
取
り
組
む
。

問　
区
内
事
業
者
に
対
す
る
賃
金
引

き
上
げ
支
援
と
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
は
。

答□　
中
小
企
業
資
金
融
資
を
利
用
し

た
際
の
利
率
を
優
遇
す
る
制
度
を
開

始
。
助
成
金
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
。

問　
期
日
前
投
票
の
本
人
確
認
を
厳

格
化
し
、
投
開
票
所
に
は
監
視
カ
メ

ラ
を
設
置
す
べ
き
。
替
え
玉
投
票
は

隠
語
で
豚
骨
と
言
わ
れ
、
性
善
説
で

は
立
ち
い
か
な
い
。
選
管
の
覚
悟
を
。

答□　
監
視
カ
メ
ラ
等
の
映
像
は
、
負

の
側
面
も
想
定
さ
れ
慎
重
に
考
え
る
。

問　
法
令
違
反
で
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
た
杉
並
区
障

害
者
団
体
連
合
会
に
本
年
ま
た
も
区

退
職
者
の
天
下
り
が
出
て
い
る
。
長

く
違
法
状
態
を
放
置
し
て
い
た
団
体

へ
の
天
下
り
慣
行
は
根
絶
が
必
要
。

答□　
当
該
団
体
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ

て
人
材
の
推
薦
を
行
っ
た
も
の
。

問　
法
人
格
を
持
た
な
い
当
該
任
意

団
体
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
さ
え
行
わ
ず

特
命
随
意
契
約
で
区
立
施
設
の
管
理

運
営
を
委
託
す
る
の
は
疑
問
。
法
人

格
取
得
を
要
件
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

答□　
今
後
の
委
託
・
選
定
方
法
は
団

体
の
改
善
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
活
用
が

急
速
に
広
が
る
中
、
区
公
式
Ｈ
Ｐ
は

主
要
Ａ
Ｉ
に
よ
る
正
確
な
情
報
読
み

取
り
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

答□　
適
切
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応
し
た
Ｈ
Ｐ
づ
く
り

を
ベ
ン
ダ
ー
と
と
も
に
進
め
る
。

問　
校
務
Ｄ
Ｘ
の
実
績
で
区
は
都
内

２
位
と
な
り
、
区
立
校
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
最
先
端
の
水
準
と
な
っ
た
。

今
後
は
蓄
積
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
多
角

的
に
分
析
し
、
支
援
が
必
要
な
子
の

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
な
ど
科
学
的

な
取
組
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

答□　
デ
ー
タ
活
用
は
早
期
発
見
に
有

効
。
校
務
Ｄ
Ｘ
を
着
実
に
推
進
す
る
。

問　
旧
河
北
病
院
用
地
の
土
壌
汚
染

は
基
準
値
未
満
と
の
報
告
だ
が
、
調

査
は
限
定
的
で
安
全
が
担
保
さ
れ
た

と
は
い
え
な
い
。
病
院
に
対
し
、
さ

ら
に
医
療
廃
棄
物
等
の
調
査
を
求
め

る
か
、
区
が
独
自
で
調
査
す
べ
き
。

答□　
医
療
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
適

正
に
処
分
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

区
独
自
の
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。

問　
地
下
構
造
の
大
半
を
撤
去
し
な

い
と
す
る
病
院
に
対
し
、
区
は
「
残

置
を
許
容
し
な
い
」
と
言
い
な
が
ら

旧
病
院
用
地
を
受
け
取
る
と
表
明
し

た
。
な
し
く
ず
し
に
病
院
の
主
張
を

認
め
る
く
ら
い
な
ら
交
渉
を
棚
上
げ

す
る
勇
気
が
必
要
。
地
下
構
造
物
が

完
全
に
除
去
さ
れ
る
ま
で
土
地
を
受

け
取
ら
な
い
姿
勢
を
明
確
に
す
べ
き
。

答□　
杉
一
小
の
開
校
時
期
が
遅
れ
る

た
め
土
地
の
引
き
渡
し
を
受
け
、
金

銭
補
償
を
求
め
る
方
向
で
協
議
中
。

問　
科
学
の
拠
点
イ
マ
ジ
ナ
ス
の
運

営
事
業
者
が
撤
退
の
意
向
。
科
学
の

拠
点
は
区
と
し
て
残
す
べ
き
。

答□　
科
学
関
連
団
体
、
企
業
と
の
連

携
等
、
今
後
、
協
議
し
判
断
す
る
。

問　
「
科
学
教
育
、
理
科
教
育
に
つ

い
て
、
時
間
を
か
け
て
も
し
っ
か
り

検
討
し
た
い
」
と
の
予
算
特
別
委
員

会
で
の
答
弁
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答□　
現
在
も
見
解
は
変
わ
り
な
い
。

経
済
動
向
と
区
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
区
立
施
設
の

改
築
改
修
計
画
を

こ
こ
は
北
朝
鮮
か
！？

選
挙
直
前
、
現
職
区
長
の

肖
像
画
を
役
所
に
掲
示

保
健
師
に
よ
る
支
援
の
均

一
化
、
豚
骨
と
称
さ
れ
る

替
え
玉
投
票
防
止

天
下
り
先
と
の
随
意
契
約

Ａ
Ｉ
時
代
の
区
政
を
問
う

杉
一
小
移
転
先
の
河
北
病

院
跡
地
問
題
／
科
学
の
拠

点
の
事
業
者
撤
退

お
お
つ
き
城
一

（
公
明
）

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
自
由
）

横
田
政
直

（
参
政
）

堀
部
や
す
し

（
無
）

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

【
採
択
】

◇
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
に
向
け
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
に
向

け
た
環
境
整
備
と
非
核
三
原
則
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

（
８
陳
情
第
１１
号
）

◇
東
京
外
環
道
建
設
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
安
全
確
保
対
策
を
求
め

る
陳
情

（
８
陳
情
第
１２
号
）

＝
陳
情
の
審
査
結
果
＝

意
見
書
・
要
請
書

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
に

向
け
た
環
境
整
備
と
非
核
三
原
則
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

区
議
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
に

向
け
た
環
境
整
備
と
非
核
三
原
則
を

堅
持
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る

よ
う
求
め
る
意
見
書
を
６
月
１２
日
付

け
で
衆
議
院
議
長
等
宛
に
送
付
し
ま

し
た
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
工
事
に
お
け

る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
安
全
確
保
対

策
を
求
め
る
意
見
書
・
要
請
書

区
議
会
は
、
区
民
の
安
全
・
安
心

を
図
る
観
点
か
ら
、
国
土
交
通
大
臣

宛
に
意
見
書
を
、
民
間
事
業
者
宛
に

要
請
書
を
６
月
１２
日
付
で
送
付
し
ま

し
た
。

※
意
見
書
・
要
請
書
の
全
文
は
、

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

６
月
２８
日
実
施
の
杉
並
区
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
当
選
者
を
紹
介

し
ま
す
。（
詳
細
な
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
杉
並
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

◇
議
員
の
辞
職
（
５
月
１３
日
付
）

大
和
田　
伸
議
員
（
自
民
）

◇
会
派
名
変
更
（
６
月
３０
日
付
）

「
無
所
属
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
」
か
ら
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・

笑
み
の
会
」（
会
派
名
略
称：都
民
）

へ
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

●
お
知
ら
せ
●

新
議
員
の
紹
介

議会配信を拡充しました議会配信を拡充しました
本会議のライブ配信・録画配
信に加え、新たに常任委員会と
全ての特別委員会の録画配信を
実施します（会議終了後からお
おむね２４時間後に公開）。
杉並区議会ホーム
ページから、ご覧いた
だけます。

議
員
名　
杉
浦　
が
く
し

所
属
会
派　
自
民

議
員
名　
鈴
木　
ゆ
か

所
属
会
派　
都
民
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議 案 等 の 概 要 と 審 議 結 果 議員別の表決結果は、こちらから
ご覧になれます。◀

【令和 ８年　第 ２回定例会】 ○＝賛成　×＝反対　△＝会派で意見が分かれたもの　欠＝欠席　　令和 ８年 ６月１２日議決（◇は ５月２２日、◆は ５月２９日）
議案
番号 件　　名 付託 概　　要 自

民
共
産

公
明

立
憲

シ
杉

維
無

無
都

安
心

参
政

革
新

自
由

杉
わ 無 杉

ク
ｆ
ｒ
国
民

杉
立 結果

区
長
提
出
議
案
等

39号 杉並区特別区税条例の一部を改正する条例 区民 公的年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義務の範囲の拡大等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
40号 杉並区児童相談所設置条例 保健 杉並区児童相談所の設置及び位置等の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

41号 杉並区指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準
等に関する条例 保健 指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

42号 杉並区指定障害児入所施設の人員、設備及び運営の基準等に関す
る条例 保健 指定障害児入所施設の人員、設備及び運営の基準等の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

43号 杉並区小児慢性特定疾病審査会条例 保健 杉並区小児慢性特定疾病審査会に関する必要な事項の設定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
44号 杉並区児童福祉審議会条例 保健 杉並区児童福祉審議会の設置等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
45号 杉並区児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例 保健 児童福祉施設の設備及び運営の基準の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
46号 杉並区一時保護施設の設備及び運営の基準に関する条例 保健 一時保護施設の設備及び運営の基準の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
47号 杉並区一時保護委託者の登録等の基準に関する条例 保健 一時保護委託者の登録等の基準の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

48号 杉並区幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運
営の基準に関する条例 保健 幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

49号 杉並区幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件
を定める条例 保健 幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

50号 杉並区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例等の
一部を改正する条例 保健 児童福祉法の一部改正等に伴う所要の規定の整備等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51号 杉並区立自転車駐車場条例の一部を改正する条例 都市 西永福北自転車駐車場の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52号 議会の議決を経た契約の一部変更について 総財 令和 ６年第 ３回定例会で議決を経た議案第７４号について、仕様の一部を変更すること等
に伴う契約金額の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53号 議会の議決を経た契約の一部変更について 総財 令和 ６年第 ３回定例会で議決を経た議案第７６号について、仕様の一部を変更すること等
に伴う契約金額の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

54号 災害備蓄用組立式トイレの買入れについて 総財 地震等の災害に対応するため、安全性や衛生面に配慮した災害用トイレの買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
55号 杉並区児童相談所開設に伴う物品の買入れについて 総財 児童相談所の開設のため、什器等の買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
56号 杉並区南北バス「すぎ丸」用小型電気バスの買入れについて 総財 車両更新のため、小型電気バスの買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
57号 児童自立支援施設に係る事務の委託について 保健 東京都に児童自立支援施設に係る事務を委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 〇 × ○ ○ ○ ○ 可決

58号 児童相談所を設置する特別区における措置費共同経理課の共同設
置に関する規約の制定について 保健 児童相談所を設置する特別区における措置費共同経理課の共同設置に関する規約の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

59号 令和 ８年度杉並区一般会計補正予算（第 ２号） 総財 最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付のほか、保育施設等における子どもの安全
対策の強化に係る経費等について、２４事業１０億５，４３１万 ４ 千円の増額補正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 〇 × × × × 〇 可決

60号 令和 ８年度杉並区国民健康保険事業会計補正予算（第 １号） 保健 都へ支出する納付金について ２億８，４２４万 ６ 千円の減額補正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

61号 令和 ８年度杉並区後期高齢者医療事業会計補正予算（第 １号） 保健
国の方針決定に基づき、７５歳から８４歳までのマイナ保険証保有者のうち、一定以上の利
用実績がある被保険者を除き「資格確認書」の送付を行うことに伴い、1,256万 ６ 千円
の増額補正

○ ○ ○ ○
△
賛成
4
○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

62号 杉並区松ノ木運動場外 ５施設の指定管理者の指定について 区民 指定管理者の名称：杉並スポーツ・カルチャー共同事業体
指定の期間：令和 ９年 ４月 １日～令和１４年 ３ 月３１日 ○ ○ ○ ○

△
賛成
4
○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

63号 人権擁護委員候補者の推薦について◆ 省略 福谷みどり（ふくたに　みどり）氏を候補者として推薦 〇 ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成

64号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 井口源成（いぐち　もとなり）氏の任命に同意 ○ 〇 ○ ○
欠 １ 〇 ○ ○ 〇 ○ × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 同意

65号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 井口明（いぐち　あきら）氏の任命に同意 ○ 〇 ○ ○
欠 １ 〇 ○ ○ 〇 ○ × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 同意

66号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 原田映史（はらだ　えいじ）氏の任命に同意 ○ 〇 ○ ○
欠 １ 〇 ○ ○ 〇 ○ × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 同意

67号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 飯田幸弘（いいだ　ゆきひろ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

68号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 野田一郎（のだ　いちろう）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

69号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 鈴木宗孝（すずき　むねたか）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

70号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 細淵玉美（ほそぶち　たまみ）氏の任命に同意 ○ 〇 ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 同意

71号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 篠清孝（しの　きよたか）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

72号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 秦孝良（はた　たかよし）氏の任命に同意 〇 ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ 同意

73号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 田原良規（たはら　よしのり）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

74号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 蓮見紳次（はすみ　しんじ）氏の任命に同意 〇 〇 〇 ○
欠 １ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

75号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 坂井寛子（さかい　ひろこ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○
欠 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

76号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について◆ 省略 柄本三代子（えのもと　みよこ）氏の任命に同意 〇 〇 〇 ○
欠 １ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

77号 杉並区監査委員（識見を有する者）の選任の同意について◇ 省略 内山忠明（うちやま　ただあき）氏の選任に同意 ○ ○ ○ ○
△
賛成
4
○ 〇 ○ ○ × 〇 ○ ○ ○ ○ × ○ 同意

78号 杉並区監査委員（議員）の選任の同意について◇ 省略 脇坂たつや議員の選任に同意 〇 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ 〇 〇 ○ ○ 同意

79号 杉並区立すぎのき生活園改修建築工事の請負契約の締結について 総財 契約金額： ７億１，２８０万円
契約の相手方：目時・大島　建設共同企業体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ 可決

80号 杉並区立すぎのき生活園改修給排水衛生空気調和設備工事の請負
契約の締結について 総財 契約金額： ３億６，９６０万円

契約の相手方：松本・黒澤　建設共同企業体 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × × 〇 ○ × ○ 〇 ○ ○ 可決

81号 杉並区立富士見丘中学校仮移転校舎等解体工事の請負契約の締結
について 総財 契約金額： ２億６，２３２万５,８００円

契約の相手方：株式会社　クワバラ・パンぷキン　東京支店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 可決

報告
2号

地方自治法第１８０条第 １項の規定により指定された契約金額の増
減の専決処分をしたことの報告について◆ ― 令和 ６年第 ３回定例会において議案第７３号により議決を得た「杉並区立児童相談所建設

建築工事」の契約金額を９，３２６万 ９ 千円増額し、２０億８，４２６万 ９ 千円とした ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告
聴取

報告
3号

地方自治法第１８０条第 １項の規定により指定された契約金額の増
減の専決処分をしたことの報告について◆ ― 令和 ６年第 ３回定例会において議案第７５号により議決を得た「杉並区立児童相談所建設

給排水衛生設備工事」の契約金額を１，０５６万円増額し、 １億７，３３６万円とした ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告
聴取

報告
4号

地方自治法第１８０条第 １項の規定により指定された契約金額の増
減の専決処分をしたことの報告について◆ ―

令和 ７年第 ３回定例会において議案第６４号により議決を得た「杉並区立杉並保健所等受
変電設備取替その他工事」の契約金額を１，０５８万 ２ 千円増額し、 １億４，１４８万 ２ 千円とし
た

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告
聴取

報告
5号

地方自治法第１８０条第 １項の規定により指定された損害賠償額の
決定の専決処分をしたことの報告について◆ ― ４件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
6号 令和 ７年度繰越明許費繰越計算書について◆ ― 令和 ８年度に、１７事業１９億８，４７１万円を繰り越す ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
7号 杉並区土地開発公社の経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
8号 公益財団法人杉並区スポーツ振興財団の経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
9号 公益財団法人杉並区障害者雇用支援事業団の経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
10号 下井草駅整備株式会社の経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
11号 公益社団法人杉並区成年後見センターの経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取
報告
12号 一般財団法人杉並区交流協会の経営状況について◆ ― 令和 ８年度の事業計画及び令和 ７年度の決算の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

聴取

議
　
　
員

提
出
議
案

5 号 核兵器禁止条約の署名・批准に向けた環境整備と非核三原則の堅
持を求める意見書 省略 ７面をご覧ください × 〇 〇 〇 〇

△
賛成
２
〇 〇 × × × 〇 〇 × × × 〇 可決

6号 東京外かく環状道路工事におけるシールドマシンの安全確保対策
を求める意見書 省略 ７面をご覧ください × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 可決

7号 東京外かく環状道路工事におけるシールドマシンの安全確保対策
を求める要請書 省略 ７面をご覧ください × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 可決

議
　
会

構
成
等

副議長辞職の件◇ ― 川原口宏之議員の辞職を許可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 許可
杉並区議会副議長選挙について◇ ― 中村康弘議員を選出 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 選挙
常任委員会委員の選任について◇ ― 所属委員は ２面をご覧ください 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

動議 特別委員会委員の選任替えに関する動議◇ ― 特別委員会委員の選任替え 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
特別委員会委員の選任について◇ ― 所属委員は ２面をご覧ください 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
議会運営委員会委員の選任について◇ ― 所属委員は ２面をご覧ください 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 可決

《付託委員会》
総財／総務財政委員会、区民／区民生活委員会、保健／保健福祉委員会、
都市／都市環境委員会、省略／委員会付託省略
≪会派名≫（令和 ８ 年 ６ 月１２日現在）
自民／杉並区議会自由民主党　共産／日本共産党杉並区議団　公明／杉並区議会公明党
立憲／立憲民主党杉並区議団　シ杉／シスターフッド杉並　維無／維新・無所属議員団
無都／無所属・都民ファーストの会　安心／安心・安全杉並の会　参政／参政党杉並
革新／都政を革新する会　自由／日本自由党杉並　杉わ／杉並わくわく会議
無／無所属（堀部）杉ク／区政杉並クラブ　fr ／ far right
国民／杉並区議会国民民主党　杉立／杉並区議会立憲民主党

　杉並区議会だよりは議員で構成される広報委員会が編集を行っています。今号は新体制の広
報委員会による初めての発行となりましたが、いかがでしたでしょうか。
　今後も、少しでも議会を身近に感じていただけるよう、様々な活動を取り上げてまいります。
≪広報委員会≫
委員長　前山なおこ　　　副委員長　鈴木ちづる　　　　委員　わたなべ友貴
委員 　小池めぐみ　　　　委員　　おおつき城一　　　委員　そね文子
委員 　鈴木ゆか　　　　　委員　　赤坂たまよ

編 集 後 記

�会派別の議員氏名一覧はこちらからご覧になれます。▶
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